


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































IBM RS／6000－580 Cluster（2 Proc.）１式、
・高度画像処理サーバー
SGI Indigo2 Maximum Impact ２台、















































OS/2 Warp 4.0、Windows 95/NT、
System 7.5x、MacOS 8.1
・アプリケーション：Lotus Office（1-2-3,    












































































表１　計算センター 1965.３.15～1976.９.16 計算機センター 1976.９.17～1984.10.31





































































































































































































































































































































































































瀧澤　　弘 小嶋　　學 小黒　千足 宮下　和雄 稲垣　保彦 泉　　寛清
（2）専門委員
理　学　部 林　　有一（昭42.４.１～昭46.３.31）
教 育 学 部 広瀬禧七郎（昭58.４.８～昭59.10.31）









文 部 技 官 林　　有一（昭40.４.１～昭41.９.30）
技術補佐員 高塚ノブ子（昭40.４.１～昭57.９.30）
文 部 技 官 岡田　勝二（昭43.４.１～昭45.11.９）
事務補佐員 広田　吏子（昭45.12.14～昭48.３.１）



















年度 センター長 副センター長 センター専任教官 人文学部 教育学部 経済学部 理学部 工学部 附属図書館長 経理部長


























































































































































































文 部 技 官 坂本　江見（平５.４.１～平８.11.30）
センター長 桂木　健次（平８.５.11～平10.５.10）
助　　　手 坂本　江見（平８.12.１～平11.９.30）
文 部 技 官 川原　智徳（平７.10.１～Ｈ０.０.０）
事務補佐員 西野　英子（平７.４.１～平10.３.30）






































































ＯＫＩＳＡＰ（OKI Symbolic Assemble Program：アセンブラ）
ＯＫＩＳＩＰ（OKI Symbolic Input Program：記号入力プログラム＝アセンブラ）
























ＣＯＢＯＬ、ＦＯＲＴＲＡＮ、ＦＡＳＴ（Fortran to Assist Student Training）、ＰＬ／Ｉ、ＡＬＧＯＬ、ＦＡＳＰ
3.2）サービス・プログラム
ＬＩＥＤ（Linkage Editor）、ＬＩＢＥ（Library Editor）、ＳＯＲＴ／ＭＥＲＧＥ、ＳＵＴＹ（System Utility）、
ＦＳＣＶ／ＦＳＣＶ２（Fortran Source Converter：Fortran マーク・カード変換プログラム）、
ＴＵＭＣＲＣＶ（Toyama University Mark Card Reading Converter）、ＬＩＳＴＵＰ（２列印刷）、
ＰＲＴ．ＣＡＲＤ／ＰＲＴ．ＪＯＢ（カード・イメージ出力）、ＦＤＣＶ（Floppy Disk Converter）
3.3）ライブラリ・プログラム
Ｃ―ＳＳＬ１（Center developed Science Subroutine Library 1）、
Ｆ―ＳＳＬ１／Ｆ―ＳＳＬ―２（Fujitsu Science Subroutine Library １／２=SSLⅡ）、
Ｃ―ＸＹＰ（Center developed XY-Plotter scissoring subroutine library）
3.4）アプリケーション・プログラム







































































（3）ＣＯＢＯＬ（COmmon Business Oriented Language）（4）ＦＯＲＴＲＡＮ 77（FORmula TRANslator 77）
（5）ＬＩＳＰ（ＬＩＳＰ／ＶＭ、ＵＴＩ―ＬＩＳＰ）（6）Ｐａｓｃａｌ
（7）ＰＬ／Ⅰ（Program Language /Ⅰ）（8）Ｐｒｏｌｏｇ（Program in logic）
［パーソナル・コンピュータ］





・ＥＳＳＬ（Enhanced Science Subroutine Library）、





・ＮＵＭＰＡＣ（Nagoya University Mathematical PACkage）名古屋大学数学パッケージＶｏｌ．１―３







・ＳＡＬＳ（Statistical Analysis with Least-Squares fitting：最小二乗法標準プログラム）
・Ｃ―ＳＳＬ―２（Center Science Subroutine Library 2：センター開発サブルーチン・ライブラリ第２版）
（2）図形出力Ｓｕｂｒｕｔｉｎｅ　Ｌｉｂｒａｒｙ（図形出力サブルーチン・ライブラリ）
・ＧＰＦＧ（ＧＤＦ（Graphic Data Format）Plot File Generation package（ＩＢＭ）（ＩＢＭプロッター）
・ＧＤＤＭ―ＰＧＦ（Graphic Data Display Manager-Presentation Graphics Facility（ＩＢＭ）（グラフィック）
・ＧＡＭ／ＳＰ（Graphic Access Method/System Product（ＩＢＭ）（グラフィック表示）
・ＣＡＬＣＯＭＰPlotter Subroutine Package（ＨＣＢＳ－Host Computer Basic Software,







・ＡＶＳ（Application Visualization System：応用システム可視化ツール）Kubota Computer Inc.










・ＧＤＱＦ（Graphical Display and Query Facility:Preview system）（ＩＢＭ）（プレビュー）
・ＣＡＥＤＳ（Computer Aided Engineering Design System：コンピュータ工学設計システム）
・ＧＤＤＭ／ｇｒａＰＨＩＧＳ（Programmer's Hierarchical Interactive Graphics System）
（2）シミュレーション













ＳＡＳ／ＣＢＴ001～006（SAS Computer Based Training：計算機による訓練プログラム）
（6）人文・社会系応用ソフトウエア
・ＧＬＡＰＳ（Generalized Linguistic Atlas Printing System：方言調査印刷システム）
・ＴＳＰ（Time Series Processor Ver 4.1b）（時系列処理プログラム）
・ＳＨＡＺＡＭ（Econometrics Computer Program Ver 6.1）（計量経済コンピュータ・プログラム）
・ＸＣＡＭＰＵＳ（eXploratory Computer Aided Macro & micro-economic data Processing University System
：日経ＮＥＥＤＳデータ探索的データ処理システム）
・ＳＣＡ（Scientific Computing Associates-Statistical System Ver 4.3）
・Ｂ34Ｓ（イリノイ大学経済学科－計量経済モデルのテスト診断プログラム）
（7）理工系応用ソフトウエア
・ＦＥＰＡＣＦ（Finite Element method Package for ACoustic Field analysis）
（音響問題有限要素解析パッケージ）
ＡＣＯＵＳＦＥＰ（F. E. P. for ACOUStic problem：３次元閉空間音響解析プログラム）
ＲＡＤＦＥＰ（F.E.P. for RADiation problem：軸対象音響放射問題解析プログラム）
ＡＸＩＰＩＥＺＯ（F. E. P. for AXIssymetric Piezoelectric vibrator problem：軸対称圧電振動子解析プログラム）
・Ｇａｕｓｓｉａｎ86（非経験的分子軌道法プログラム：1986年版）
・ＣＡＥＤＳ（Computer Aided Engineering Design System：コンピュータ工学設計システム）
・ＭＡＲＣ（構造解析プログラム）Ｖｅｒ．Ｋ4.0、MENTAT Pre-Post Processor  Ver. K5.4
［パーソナル・コンピュータ］
（1）Ｍｉｃｒｏ　ＣＡＤＡＭ（Micro Computer Aided Design And Manufacturing：マイクロ・キャダム）

















・ＩＳＰＦ／ＰＤＦ（Interactive System Productivity Facility/Program Development Facility）
（高生産性対話型システム開発機能）
（3）文書処理




・ＪＡＩＲＳ（Japanese Advanced Information Retrieval System：日本語情報検索システム）
（6）データベース管理システム
・ＳＱＬ／ＤＳ（Structured Quary Language/Data System：構造化照会言語・データ・システム）
（7）大学間ネットワーク
・ＡＣＩＳ／ＧＡＴＥＷＡＹ（ACademic Information Systems Gateway：Ｎ―１プロトコル・ゲートウェイ）
（8）ＢＩＴＮＥＴ（国際学術ネットワーク：Because It's Time NETwork）
































（1）ＡＩＸ／6000（Advanced Interactive Executive/6000 Ver 3.2）（2）ＮＱＳ（Network Queuing System）
［メインフレーム］
（1）ＶＭ／ＣＭＳ（ＶＭ／ＥＳＡＲ2.1）（2）ＶＳＥ／ＳＰ（Virtual Storage Extended/System Product）
［パーソナル・コンピュータ］
（1）日本語ＤＯＳ（ＶｅｒＫ3.4）（2）ＤＯＳ／Ｖ（ＶｅｒＪ5.0／Ｖ）（3）Ｗｉｎｄｏｗｓ3.0／3.1


















































（1）ＩＢＭ　ＥＳＳＬ（Enhanced Science Subroutine Library）、
（2）ＮＵＭＰＡＣ（Nagoya University Mathematical PACkage）
［計算サーバー：ＨＰＣ］
（1）ＩＢＭ　ＥＳＳＬ（Enhanced Science Subroutine Library）
（2）ＮＵＭＰＡＣ（Nagoya University Mathematical PACkage）
（3）Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ　Ｌｉｂｒａｒｙ（Ｏｐｎｅ　ＧＬ＆ＧＬ Ｖ3.2（ＡＩＸ））
［グラフィック・サーバー：ＨＰＧＣ］
（1）ＮＵＭＰＡＣ（Nagoya University Mathematical PACkage）
（2）Ｇｒａｐｈｉｃ　Ｓｕｂｒｏｕｔｉｎｅ　Ｌｉｂｒａｒｙ（ＧＬ（ＳＧＩ）、ＩＶＬ（ＳＧＩ））
［グラフィック・ワークステーション：ＧＷＳ］




・ＩＢＭ　ＥＳＳＬ、ＮＵＭＰＡＣ（Nagoya University Mathematical PACkage）、
・ＩＭＳＬ（International Mathematical and Statistical Library）、ＭＡＴＨ／ＳＴＡＴ／ＳＦＵＮＬＩＢＲＡＲＹ




・ＥＩＳＰＡＣＫ（a PACKage for Solving matrix EIgenvalue problems（ＩＭＳＬ））
・ＳＬ―ＭＡＴＨ（ＩＢＭ）、ＡＣＲＩＴＨ（high-ACcuracy aRITHmetic subroutine library（ＩＢＭ））、
・ＳＬＩＰ（Subroutine Library for Image Processing）
・ＳＰＩＤＥＲ（Subroutine Package for Image Data Enhancement and Reconition）
・ＳＡＬＳ（Statistical Analysis with Least-Squares fitting）
・Ｃ―ＳＳＬ―２（Center developped Science Subroutine Library 2）
（2）図形出力サブルーチン・ライブラリ
・ＧＰＦＧ（ＧＤＦ―Graphic Data Format）Plot File Generation package（ＩＢＭ））
・ＧＤＤＭ―ＰＧＦ（Graphic Data Display Manager - Presentation Graphics Facility（ＩＢＭ））
・ＧＡＭ／ＳＰ（Graphic Access Method/System Product（ＩＢＭ））


































・ＸＣＡＭＰＵＳ（eXploratory Computer Aided Macro & micro-economic data Processing Univ. Sys.）
・ＳＣＡ（Scientific Computing Associates-Statistical System Ver 4.3）、
・Ｂ34Ｓ（イリノイ大学経済学科－計量経済モデルのテスト診断プログラム）
（7）理工系応用ソフトウエア
・ＦＥＰＡＣＦ（Finite Element method Package for ACoustic Field analysis）（音響問題有限要素解析）
ＡＣＯＵＳＦＥＰ（F.E.P. for ACOUStic problem（３次元閉空間音響解析プログラム））
ＲＡＤＦＥＰ（F.E.P. for RADiation problem（軸対象音響放射問題解析プログラム））
ＡＸＩＰＩＥＺＯ（F.E.P. for AXIssymetric Piezoelectric vibrator problem（軸対称圧電振動子解析プログラム））
・Ｇａｕｓｓｉａｎ86（非経験的分子軌道法プログラム（1986年版））
・ＭＡＲＣ（Structure Analysis  Ver. K4.0（構造解析プログラム））、ＭＥＮＴＡＴ
・ＭＯＰＡＣ（半経験的分子軌道法計算プログラムＶｅｒｓｉｏｎ6.0）
［パーソナル・コンピュータ］



















（4）データベース管理システムＳＱＬ／ＤＳ（Structured Quary Language/Data System）
























（1）ＡＩＸ／6000（Advanced Interactive Executive/6000 V4）ＩＢＭ　ＵＮＩＸ
（2）ＰＳＳＰ（Paralell System Support Program V2）並列システム管理
（3）ＬｏａｄＬｅｖｅｌｅｒＶ 1.1ＵＮＩＸバッチ処理
［計算サーバー］

















































































































































































































（ＤＯＫＢ：Database of Old Korean Book）
人文学部教授藤本幸夫氏が25年以上に渡って収集
している、日本現存朝鮮古書の書誌情報データベー
スで、28項目、約15,000件以上のデータのうち、す
でに2,700件を入力済みである。
２）東寺古文書データベース
人文学部教授富田正弘氏が中心になって構築して
いる東寺旧蔵文書データベースで、20項目、データ
件数40,000件の大規模データベースで、花押自署影
印画像データも約15,000件収蔵している。
３）附属図書館所有の富山大学固有所蔵古文書デー
タベース
ヘルン文庫、川合文書、菊池文書、鷹栖文庫など
の画像および書誌情報など、専用のＷＥＢサーバー
でデータベースの一部を公開している。
（2）可視化情報システム開発支援
１）宇宙プラズマの非線形現象シミュレーション
工学部電気電子システム工学科教授坂井純一氏の
大規模シミュレーションと可視化システム利用支
援。
２）有限要素法による流体解析、シュミレーション
教育学部情報教育教授大森克史氏の流体問題の有
限要素解析と可視化システムＡＶＳの利用支援
３）非経験的分子軌道法シミュレーション
工学部物質生命システム工学科教授吉村敏章氏の
研究で使用するＧａｕｓｓｉａｎ94パラレル計算システ
ム、可視化システムＡＶＳ、ＣｈｅｍｉｓｔｒｙＶｉｅｗｅｒ
化学分子モデル表示システムの利用支援。
第１節　研究支援活動 （3）コンピューティング支援
パラレル・コンピュータの設置に伴い、Ｆｏｒｔｒａｎ
のＭＰＩ（Message Passing Interface）並列化講習会、
資料の提供、システムの意運用管理サービスを支援
してきている。
総合情報処理センターでは、平成５（1993）年に
教養教育基礎共通科目として「情報処理」科目の開
設を提言し、開設後はその支援を次の通り実施して
きた。
（1）「情報処理」科目用ＰＣシステムの整備、保守、
テキストの作成、授業担当教官・ＴＡへの講
習。
（2）ＳＣＳ（Space Collaboration System）の運用、授
業支援、マニュアルの作成。
（3）専門教育で使用するアプリケーション・ソフト
ウエアの導入、整備・保守。
センターでは、大学運営上必要な業務情報システ
ムについては、次の通り支援してきている。
（1）入学試験データ処理システムの設計、開発・改
訂、運用、担当者教育研修。
（2）教務情報システムの設計、開発、運用支援。
（3）富山大学公式ホームページの設計、コンテンツ
作成、情報の更新、他の部局の作成支援。
第３節　業務活動支援
第２節　教育活動支援
第５章　研究・教育・業務支援活動
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第Ⅱ部　部局編
センターでは地域情報ネットワークへ、次の通り
積極的に参画して、協力支援活動を実施している。
（1）北陸地域情報ネットワーク協議会（ＦＩＴｎｅｔ）
平成６（1994）年５月に設立されたＦＩＴｎｅｔ
協議会の理事、ノード運用担当兼運営委員として、
設立当初から参画、同協議会会長（平８～９）、事
務局（平８～９）を歴任し、以後も理事と運営委員
を務めている。
（2）富山インターネット協議会（ＴＲＩＴＯＮ）
平成８（1996）年５月に設立されたＴＯＲＩＴＯＮ
は富山県内のインターネットの普及を目指して設置
され、本学から会長（米田工学部教授）および運営
委員として山西教育学部教授と高井総合情センター
助教授が参画し、活動を支援してきた。
（3）地域ＩＸ研究会
Internet eXchange（ＩＸ）の地域版を設置し、県内
の情報交換をより快適にするための実験を行う研究
会が発足し、ノード担当機関として参画し、地域
ＩＸの各種実験を実施してきている。
（4）リカレント教育
社会人を対象としたリカレント教育を担当し、こ
れまでに、経営科学を２回、Ｗｅｂコンテンツ技術
を３回実施してきた。
（5）夢大学ｉｎＴＯＹＡＭＡ
県内の中学生、高校生を対称としたインターネッ
トに関する体験学習とプログラムに親しむ企画を実
施してきた。
第４節　地域社会への活動
総合情報処理センターが目指すこれからのサービ
スと諸活動の指針は次の通りである。
〔これからのサービス〕
（1）電子図書館データベース・サービス構築支援
（2）情報メディア教育支援
（3）Ｗｅｂベース型大学業務情報システム設計、開
発、運用支援
（4）Ｗｅｂコンテンツの維持管理、作成支援
（5）ネットワーク・セキュリティの管理とコネクシ
ョン支援
（6）キャンパスの情報化支援
（7）ネットワーク利用者認証局（ＣＡ：Certification
Authority）の運用
（8）職員、学生への情報システム利用研修
（9）高速パラレル計算プログラミング支援
など。
〔諸活動の指針〕
富山大学総合情報処理センターは、研究・教育・
事務の諸活動の指針として、
（1）大学における情報化推進
（2）キャンパス情報アメニティの実現
（3）大学の国際化への対応
を挙げ、一層のサービスと研究開発を推進していく
つもりである。教職員、学生、同窓生および市民の
皆さんの応援をお願い申し上げる次第である。
〔参考文献〕
〔1〕計算機センター年報 第９号、1985
〔2〕全学共通の情報処理教育への提案書―全学部の新入生
を対象とする情報処理教育科目の必要性とそれを実現す
るための総合情報処理センター設置について―、1991
〔3〕全学情報処理教育方法等の調査研究プロジェクト報告書、
1989
第５節　これからのサービスと
諸活動の指針
